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第 4 砂 防 

土砂災害危険箇所の現状 

(1) 土砂災害危険箇所の現状 

 地質・地形の特色からわかるように、県内 

の山は標高の割には斜面が急であり、また、 

房総半島南部の地すべり地帯のように脆弱な 

地質が分布しているため、土砂災害危険箇所 

が県内全域に点在しています。特に、保全す 

べき人家戸数が5戸以上ある危険箇所（また 

は５戸未満でも官公署、学校、病院、駅、発 

電所などのある危険箇所）は1,877箇所あり、

同５戸未満の危険箇所を含めると約9,800 

箇所となります。 

 現在、千葉県における土砂災害危険箇所は 

定期的に見直され、逐次更新されていますが、

新たな都市開発による土地利用の変化や山地・

丘陵地での宅地開発による保全対象施設の増 

加にともない、年々増える傾向にあります。 

 

 

 

 
 

 

（Ⅰ）
保全人家戸数５戸以上又は５戸未満でも官公署、学校、
病院、駅、発電所などのある急傾斜地。

1,613箇所

（Ⅱ） 保全人家戸数５戸未満の場所にある急傾斜地。 6,445箇所

（Ⅲ）
保全人家戸数はないが、今後住宅などの新築の可能性
があると考えられる区域にある急傾斜地。

1,013箇所

（Ⅰ）
保全人家戸数５戸以上又は５戸未満でも官公署、学校、
病院、駅、発電所などのある場所に流入する渓流。

212渓流

（Ⅱ） 保全人家戸数５戸未満の場所に流入する渓流。 394渓流

（Ⅲ）
保全人家戸数はないが、今後住宅などの新築の可能性
があると考えられる区域に流入する渓流。

35渓流

52箇所

　土砂災害危険箇所数　9,764箇所

　地すべり危険箇所　計52箇所（地すべり防止区域31地区）

鴨川市、南房総市など嶺岡隆起帯および隣接地
に分布。

県南部に分布し、特に鴨川市、富津市、君津市
に多い。

　急傾斜地崩壊危険箇所　計9,071箇所（急傾斜地崩壊危険区域502地区）

県全域に分布し、特に千葉市、成田市などの台
地周辺および勝浦市など丘陵地の海岸沿いに多
い。

　土石流危険渓流　計641渓流（砂防指定地89箇所）
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土砂災害対策 

(1) 砂防 

砂防対象河川は、県南部の安房・上総丘陵

に集中しています。 

丘陵は、標高が低いにもかかわらず斜面が

急勾配で、地質が脆弱であるため、ひとたび

荒れると小規模の崩壊が多数発生し、土砂も

泥流状となって下流に被害を与えることが多

いことから、砂防堰堤工・床固工・護岸工に

より土砂の流出防止を図っています。 

                            砂防堰堤工 （南房総市合戸） 

(2)地すべり対策 

地すべり地は、鴨川から保田に至る嶺岡山系に集中しています。 

地下水位は、比較的浅く、また地すべり層厚が５．０ｍ程度の地すべりが多く、各々のブロックは

小さいものの広範囲で発生するため、比較的指定地面積が広くなっています。地下水排除や渓流の侵

食防止の工事を地すべりの対策として行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明暗渠工 （南房総市山田）                         集水井工 （南房総市大井） 

 

(3) 急傾斜地崩壊対策 

がけ崩れの状況は、南部と北部の地形・地質の違いによって異なります。南部は、地質が比較的新

しい年代の泥岩・砂岩であるため斜面の風化が進み、大雨や強風時に浮き石等が上部の樹林と共に崩

壊します。 

一方、北部は、がけを形成している成田層（固結した砂層）が雨水の浸透によってその下部の固結

粘土層との間にすべり面を生じ、地表の関東ローム層と共に崩壊します。これらの崩壊から人命・人

家の被害を防ぐために、法枠工・擁壁工などを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

張りコンクリート工 （いすみ市大原）         吹付法枠工 （佐倉市角来） 


